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      1 緒    言
  1,2)

 前 報 に おい て.著 老 等は,食 用植 物中,主 と して果

実,疏 菜類,救 穀類 等にこつ い て,タ ンニ ンの分布状態

を分類学 ・組織学 的見 地 よ り,顕 微化 学的方 法に よっ

て研究,考 察 した 。更 に タ ン ニンの分 布 形態 に よ り点

在 型(spotted type>,集 中 型 (condensed type),

び 散 型(diffused type),放 射 型(radial type>の 四

型に,ま た タンニ ン細 胞 の有無 よ り一・般型 (general

type),特 殊 型(special type)の こ 型に分 類 し,そ

れ に よって植物 組織 内の タ ンニ ン分布 状態 の共 通性 と

特 異性 を導 き出そ うと試み た。本報 よ前報 に 引続 き疏

菜 類,果 実類,キ ノコ類,海 藻 類等 を試料 として,タ

ンニンの分布状 態 を究 明 す る と 共 に,塩 化 第 二 鉄

(FeC13) 5°o溶 液 に よる呈 色に よって,食 用植物中

の タンニンの分類 を試み た。

    H.実    験

∬.1.実 験 試料

(A)疏 菜 類

  a)根 菜 類:食 用 ユ リ,ニ ン ニ ク。

  b)葉 菜 類:セ ロ リー,レ タス,メ キ ャベ ツ,

       カ リフ ラ ワー。

  C)果 菜 類:プ リンス メ ロン,ピ ーマン。

(B)果 実 類

  a)柑 橘 類:ユ ズ,レ モン。

  b)準 仁 果 類:洋 ナシ,ク ワ リン。

  C)核 果 類:青 ウメ,ス モモ。

  d)漿 果 類:ブ ドウ(マ ス カ ット),イ チ ヂ ク。

  e)熱 帯 産果 実類:パ イナ ヅプル 。

  f)堅 果 類:ク リ,ク ル ミ,ド ング リ。
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(C)キ ノ コ類

  マ ツ タケ,生 シイ タケ,ナ メコ,エ ノキダケ

(D)海 藻 類

  ア オ サ,ワ カ メ,コ ン ブ

(E)油 脂 原 料植物   ゴマ

(F)香 辛 料原 料植物

  ハ ジ カ ミシ ョウガ,ワ サ ビ,ミ ョウガ

(G)食 用 野草 類(山 野茎 菜 類)

  ヨモ ギ,ク コ

(H)い もi類      ヤ ツ ガシ ラ

(1)穀 類(雑 穀類)  トウ モ ロコシ

皿.皿. 実験方法

 食用植物の検鏡切片を作 り,塩 化第二鉄5%溶 液で

染色すると,タ ンニンの含 まれ る組織は青緑色又は藍

色を呈する。 この観察にもとづきタンニンの分布様式

ならびにタンニンの種類を考察 した。

      1皿.実 験 結 果及び 考察

皿.1.塩 化第二鉄液で呈色 した植物の組 織 を 鏡 検

し,そ の結果を表1及 び顕微鏡写真に よって示した。

 表1に よるタンニンは皮部,細 胞膜,維 管束部に含

まれ てい る。 クル ミ,コ ーヒー,ヤ ツガラシラはタン

ニン細胞に含まれていることが認められた。以上の結
   U
果を前報に従って分類すると:

 疏菜類,核 果類,ワ サ ビ,ミ ョウガ,ヨ モギ,準 仁

果類,漿 果類,パ イナヅプル,キ ノコ類,海 藻類は一

般型 ・び散型に属する。柑橘類,堅 果類は一般型 ・集

中型;コ ーヒーは特殊型;イ チヂクは未熟時にび散型,

成熟時は特殊型 ・集中型である。 クリはび散型 ・一般

型;ハ ジカ ミシ ョウガ,ヤ ッガシラは特殊型 ・集中型

又は点在型に属する。以上 のことを表2・ に示Lた ・
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1.プリンスメロン果皮横断面 x40 2. レモン果皮横断面 x 100 

3. ブドウ果肉横断面 x 100 4.成熟イチヂク果肉縦断面 x 100 

5.パイナップノレ縦断面 x 100 6.青ウメ果皮 x 100 
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7. クリ成熟実縦断面 x 100 8. ドングリ果肉横断面 x 100 

9. クノレミ x400 10. コーヒ縦面断 x400 

11.ハジカミショウガ縦断面 x 100 12. クコ横断面 x 100 
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13.ヤツガシラ横断面(茎) X400 
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14. ヤツガシラ(根) x 100 

食 名

表 1. FeC1sで呈色した植物組織と写真

FeCh液で呈色した組織 真写物用 植

食用ユリ，ニンニク

セロリー，レタス，メキャベツ，カリフ
ラワー

プリンスメロン，ピーマン

ユズ， レモン

洋ナシ，クワリ γ

ブドウ(マスカット)

イチヂク

パイナップル

青ウメ

スモモ

クリ(成熟実)

タ (未熟実)

クノレミ (果肉)

ドングリ

マヅタケ，生ジイタケ，ナメコ，エノキ
ダケ

干ワカメ，アオサ，コンブ

コーヒー

ハジカミショウガ

ワサビ，ショウガ

ヨモギ

クコ

ヤツガラシ

トウモロコシ

維管束，細胞膜

タタ

皮部，維管束，細胞膜

皮部

細胞膜
タタ

'l， 'l 

皮部，維管束，細胞膜

皮部，維管束，毛

皮部，維管束，細胞膜

皮部，導管，細胞膜

外果皮，内果皮，柵状組織

細胞膜，タンニン細胞

果皮，細胞膜，柵状組織

細胞膜，菌柄

1 

2 

q
a
a
A
T
F
h
d
 

6 

7 

8，9 

( A)疏菜類

根菜類

葉菜類

果菜類

( B)果実類

柑橘類

準仁果類

柴果類

熱帯産果
実類

核果類

堅果類

(C)キノコ類

(D)海藻類

(E)晴好飲料
植物

(F)香辛料原
料植物

(G)山野茎菜
類

(H)いも類

( 1 )雑穀類

タ

組織中に円形，楕円形，紡錘形のタン
ニン細胞

維管束，

タ，皮部，細胞膜

10 

11 

'l ， タ

実一皮部 I 12 
葉一表皮，柵状組織枝一髄，形成層，
皮部コノレク層，革皮皮部

茎-表皮，導管， I 13 
根ー維管束，細胞膜，タンニン細胞 I 14 

不明
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植

疏菜類

果実類

キノコ類

海藻類

香辛料飲料植物

香辛料原料植物

山野茎草類、

いも類

表2.

物

準仁果類

築果類

タンニンの分類

名

バイナップノレ

核果類

成熟イチヂク

柑橘類

堅果類

コーヒー

ワサビ， ミョウガ

ハジカミショウガ(茎)

ヨモギ，クコ

ヤツガシラ

m. n 次に塩化第二鉄液の呈色によって緑色(カテコ
ーノレ系)と藍色(ピロガロール系)に分類出来るか否

タンニン細胞の | 分布形態による
有無による分類 | 分類

一般型 | び散型

タ|タ

~ 

ク

~ 

タ

一般型，特殊型

一般型，特殊型

一般型

一般型

特殊型

一般型

一般型

一般型

特殊型

~ 

~ 

ク

集中型

集中型

び散型，点在型

び散型

び散型

点在型，集中型

び散型

集中型

び散型

集中型，点在型

かを試みた結果を表3.に示した。

表3.食用植物の FeCh液による呈色

蚕 百一--;g--萱壁ßr~~_座坦食
穀類 1 米 藍 ?Ii(根菜類〉

ロ
口口 名
蓮根

1萱霊丘|藍色|杢塑
|i  O|  

トウモロコシ 玉葱 。
豆類 アズキ 食用ユリ 。

インゲン ニンニク 。
ソラマメ 白菜 。
花斗 カンラン 。
青マメ 。 セロリー 。

いも類 甘藷 。 セリ 。
馬鈴薯 青? アスパラガス 。
里芋 。 メキャベツ 。
長芋 。 ネギ 。
ヤツガシラ 。 ニフ 。

疏菜類 大根 。 ホウレン草 。
(根菜類〉 人萎 。 レタス 。

午芳 。 (果菜類〕 キウリ 。
果実類、 マクワウリ 。
(柑橘類〉 ユス 。 トマト 。

レモン 。 (熱帯産果実類〕 パイナップノレ 。
(準仁果類) ナシ 。 パナナ 。

リンゴ 。 (堅果類〉 クリ 。
洋ナシ 。 クノレミ 。
クワリン 。 ドングリ 。

(核果類〉 ウメ 。 曙好飲料植物 茶葉 。
スモモ 。 コーヒー 。

(禁果類〉 ブドウ 。 山野茎菜類 クコ 。
イチヂク(未熟〉 。 ヨモギ 主丹主 ワ

イチヂク(成熟室) 。 香辛料原料植物ハジカミショウガ 。|
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疏菜類は蓮根を除いて，一般に青緑色;準仁果類， 核

果類，ウメ，築果類，コーヒー，クコは青緑色を呈し

た。蓮根，柑橘類，スモモ，イチヂク，熱帯産果実類

堅果類，茶葉は藍色を呈した。しかし米， トウモロコ

シ等は二者のいずれとも判明し難かった。これらの結

果をピロガローノレ系とカテコーノレ系に分類出来るか否
① 

かを試みるため，三浦の研究を参考にして，樹皮，葉

の切片を塩化第二鉄液で染色し結果を表4，5に示し

Tこ。

樹

薬用植物

樹木

ヒノキ科

マツ科

ヤナギ科

ヤマモモ科

クノレミ科

ブナ科

クワ科

イラクサ科

ツゲ科

ツバキ科

ザクロ科

スイカズラ科

ユキノシタ科

マンサク科

l ゲンノショウコ
| センニン草
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表4.FeCh5%溶液による林木，葉の呈色
とタンニンの種類

一一一林 木 第一一」旦」空三三三とり璽塑
ヒノキ科 l サワラ 1藍色 I ;カテコーノレ

マツ科 | トーヒー |青緑色| タ

藍色 !ピロガローノレヤマモモ科

ブナ科

ツゲ科

ツパキ科

ヤマモモ

シラカシ

ツゲ

ツパキ小枝

ツパキ葉

~ 混合不定

カテコール

ク

青緑色

タ

藍色 | タ

青緑色|混合不定

タンニンの種類

サワラ 。
トーヒー 。
ドイツトーヒー 。
大仙ヤナギ 。
ヤマモモ 。
ノグPノレミ 。
シラカシ 。
カジノキ 。
ナンバカラムシ !不明

ツゲ 。
ツパキ

ザクロ

ニワトコ 。
スイカズ、ラ 。
アジサイ 。
ウツギ 。
楓 。
もみじば楓 。

ピロガロール③

クロロゲン酸③

カテコーノレ③

カテコーノレ③

エラーグ酸グループ⑤

縮合型タンニン@ピロガローノレ

混合不定③

カテコーノレ③

カテコーノレ③

エラーグタンニン③ケプリン酸

クロロゲン酸③ 混合不定③

クロロゲン酸③

①
 ンンタ型ド

ク
シフ-ア

スイカズラ科lニワトコ

表 5.樹皮，葉のFeCbによる呈色とタソニンの種類

木 名 |青緑色|藍色|

。1 0

カテコーノレ系のサワラは藍色を，カテコーノレ系のトー

ヒーは青緑色を呈し，カテコーノレ系のツパキは枝が青

緑色で葉は藍色を呈した。故に表4，5の結果から

FeCla液にるよ呈色でピロガロール系とカテコーノレ系

に分類することは困難であることが判明した。
@ 

更にC.Wehmer等の研究を参考に， FeCt~ 液によ

る呈色とタンニンの種類との関係を考察した。

表6.によるとデプシドのクロロゲン酸はFeClaによ

って青緑色を， デプシドのm-ディガノレ酸は藍色を，

ガロタンニンのケプリン酸，エラクー酸グループは藍色
@ 

を呈することを認めた。その他ゲンノショウコ，ヤマ

モモのピロガロール及び楓，もみじば楓のデプシド型

タンニンは藍色を呈した。 しかし以上の結果からピロ

表6.FeCb 5%溶液による林木・葉の呈色と
タンニンの種類

樹 皮(林木)名 色 '!J-;/ .::. -;/函覆頚6
キンポウゲ科|センニン草 |青緑[デヲて';/fO)クー瓦戸

ユキノシタ科|アジサイ葉 |タ|ゲン酸タ

スイカズラ科|ニワトコ |タ| タ

ヒルガオ科 iさつまいも |タ| タ

ゴマ科

アカネ科

ツバキ科

ザクロ科

マツ科

クルミ科

ブナ科

ーコマ

-

ケ

フ

イ

の

一

m

ン

ル

の

ニ

グ

タ
タ
ド
酸
ン
酸
酸
タ
タ

シ
ル
タ
ン
グ

フ
ガ
ロ
リ
ラ

J

ア
イ
ガ
守
フ
エ

'

'

色

'

'

'

'

づ

，

引

叶

昨

且

4

4

4

4

コーヒー

茶葉

ザクロ

ドイツトーヒー

ベノレシャグノレミ

クリ属
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ガロール系とカテコール系に分類することは困難であ

るから，塩化第二鉄5%溶液による呈色で青緑色系と

藍色系の二種類に分類した。一般に競菜類，準仁果類

青ウメ，ブドウ，コーヒー，クコ等ほ青緑色系，里芋

長芋，ヤツガシラ，蓮根，成熟イチヂク，スモモ，茶

葉，柑橘類，堅果類，熱帯産果実類等は藍色系で、あっ

た。前報の分類法との関連から考察すると，コ←ヒー

の様な例外はあるが一般に青緑色系はび散型・一般型

藍色系は集中型・点在型・特殊型に属することを認め

た。

W 結 苦A
anu 

前報に続き琉菜類，果実類，キノコ類，海藻類，食

用野草類等のタンニン分布状態を顕微化学的方法によ

って研究，考察した。

(1)タンニンは主として皮部，細胞膜，維管束部に認め

られた。

(2)クノレミ，ヤツガシラは組織中にタンニン細胞を有す

ることを認めた。

(3)琉菜類，準仁果類，築果類，核果類，ワサビ， ミョ

ウガ，クコ，キノコ類，海藻類は一般型・び散型に

属し;柑橘類，堅果類，コーヒー，ヤツガシラ等は

一般型と特殊型を共有し，集中型・点在型・び散型

食物学会誌・第18号

に属する。

(心塩化第二鉄5%溶液による呈色で食用植物のタ γニ

γをピロガローノレ系とカテコーノレ系に分類すること

は困難であった。

(5)塩化第二鉄 5%溶液による呈色から青緑色系(果実

類，準仁果類，青ウメ，ブドウ，コーヒー，クコ等

〉と藍色系(里芋，長芋，ヤツガシラ，蓮根，成熟

イチヂク，スモモ，茶葉，柑橘類，竪果類，熱帯産

果実類等)の二種類に分類した。

最後に試料を提供された京都大学農学部植物園並び

に京都府立植物園の諸氏に深く感謝する。
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